
2022年度入試状況分析【国公立大】 

1                            

滋賀医科大：医(医)、医(看護)ともに激増                          前期：+214 人  

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体で前期のみの募集。医(医)は、共通テストの平均点ダウンの中で近畿地区の医(医)として目標ラインが低いことか

ら志望変更先として狙われた結果。155 人(162)の激増で２年連続増加。志願倍率は 4.2 倍→6.8 倍にアップ。医(看護)は、２

年連続減少の反動で 59人(166)の激増。志願倍率は 2.0倍→3.3倍にアップ。 

<前期日程> 
○医(医)(162)は、激増で２年連続増加。募集枠別では、<一般枠>(150)、<地域医療枠>(208)のいずれも大幅増加。特に、新設

３年目の<地域医療枠>(208)は、前年度大幅減少の反動で倍増以上。志願倍率は 10.6倍→22.0倍に大幅アップ。志願者数は 100

人を上回り、新設以来最多となった。<一般枠>(150)は前年度の増加に引き続き増加率 50％の大幅増加。志願倍率は 3.6 倍→

5.4倍にアップ。２段階選抜が実施され、第１段階選抜の合格率は 86.4％だった。 
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